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社会インフラを整備する仕事



調査・測量から設計に至る一貫した技術体制

総合建設コンサルタント
社会資本（ダム・河川・道路など）の事前調査・計画と設計



今治市内での実績



護岸改修（ブロック積護岸）

今治市大西町



農道

今治市菊間町



ダム

今治市大三島町 台ダム



測量



インフラ整備の始まりは「測量」から



場面に合った機械を使いこなします

計測用ドローン 3次元計測 GN S S観測

縦断測量 現地測量・基準点測量・横断測量 深浅測量



先端の機器で測量精度も効率もアップ⬆

産業用
ドローン



設計



平面図 縦断図

横断図 3次元点群データ

利用者の安全・利便性を追求した計画

測量結果を
もとに設計



環境
雨量

交通量

景観

誰もが安全で安心して暮らせるために



設計はデスクワークばかりではありません

現地
調査

打合せ



打合せ

打合せ

設計中

先輩

相談

先輩相談
社長

打合せ



ICT施工技術の導入
※ICT 情報通信技術



測量 設計

・ドローン
・レーザスキャナ ・3D CADなど

3次元計測・3次元設計への対応強化

建設現場の生産性革命i-Constructionの取り組み



地域防災への貢献



災害時の復旧活動

ドローンの導入で
被災状況の早期把握が可能に

平成成3000年西日本豪雨災害



事前の災害対策

災害に備えた
現状の計測 危険箇所の把握



社会資本の維持管理



公共施設の老朽化対策

2023年3月 2033年3月

道路橋 約73万橋
（橋長2ｍ以上の橋）※1 約39％ 約63％

河川管理施設（水門等） 約１万施設 ※2 約42％ 約62％

港湾岸壁 約5千施設
（水深－4.5ｍ以深）※3 約32％ 約58％

建設後50年以上経過する社会資本の割合

※1 建設年度不明橋梁の約23万橋については、割合の算出にあたり除いている。
※2 国管理の施設のみ。建設年度が不明な約1,000施設を含む。
（50年以内に整備された施設については概ね記録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約50年以上経過した施設として整理している。）

※3 建設年度不明岸壁の約100施設については、割合の算出にあたり除いている。

資料）国土交通省



補修・補強等の長寿命化の設計

壁面
検査

橋梁
点検



採用情報



所在地 愛媛県今治市東村南2丁目2番29号

設立 昭和52（1977）年12月15日

従業員数 ３０名（令和5年10月現在）

事業内容 土木関係建設コンサルタント業

今治

宇和島

松山

総合建設コンサルタント
株式会社 米北測量設計事務所



男性

女性 30代

40代50代

60代

測量も設計も男女問わず活躍中



70代 20代
30代

40代50代

60代

勤続年数20年超社員が過半数



ワンフロアで仕事

設計

測量 総務 営業

2F

1F 補償



❶責任感がある人

求める人物像

❷自ら考えて行動できる人



独自の技術戦略・人材育成等に力を入れています

工学博士 1名
技術士 3名
技術士補 6名
RCCM 6名
測量士 10名
測量士補 7名
補償業務管理士 2名
補償業務管理者 2名
土地改良補償業務管理者 4名
一級土木施工管理技士 10名

二級建築士 1名
日本下水道事業団第2種検定 2名
一級造園施工管理技士 1名
農業農村地理情報システム技士 1名
地質調査技士 1名
コンクリート診断士 1名
道路橋点検士 2名
四国社会基盤ME 2名
河川点検士 1名

有資格者（令和5年10月現在）



設計課

社会資本の整備は
働き甲斐があります！

設計課

技術や知識が
身についていくことが
楽しいです



募集職種 技術職員（学部不問）

募集人員 若干名

選考方法 面接・筆記試験（専門、一般常識）

必要な免許・資格 普通自動車運転免許

休日
完全週休二日制（土・日）・年末年始・祝祭日
※10月～3月は、月曜日～金曜日の祝祭日出勤となります。
それ以外の祝祭日はカレンダー通りお休みです。

大学・大学院等卒業予定者募集

会社ホームページまたは電話で直接お問い合わせください

応募前の
職場見学可能



体験内容 実務体験

受入人数 2人

受入日数 3日

受入時期 4月～9月

就業時間 8時～17時

会社ホームページまたは電話で直接お問い合わせください



『企業は人なり』『企業は社会福祉のために』

社員が誇りを持ちいきいきと働ける企業を目指し、
作業効率のアップ、品質向上を目標に技術力を磨くとともに、

豊かな感性を持つ人材の育成を目指します。


